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おかげさまで40周年
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40周年に感謝して

税理士 早川嘉美

＜記念講演＞



40周年の歩み
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 税理士早川嘉美事務所　40周年の歩み
年月 できごと

1973年３月 税理士早川嘉美事務所　開業（当時29歳）

1975年４月 ㈱教育ゲーム社　設立

1983年６月 近畿青年税理士連盟・京都支部　支部長に就任（１期１年）

1984年６月 近畿税理士会　理事に就任（１期２年）

1985年９月 ㈱サクセス・シミュレーション　設立（社名変更）

1986年６月 京都MAS研究会　会長に就任（２年）

1988年10月 現事務所社屋　完成

1999年６月 近畿税理士会・東山支部　支部長（２期４年）

2006年10月 早川光志　公認会計士登録（有限責任監査法人トーマツに入所）

2008年３月 早川涼子　公認会計士修了試験に合格

2012年４月 早川光志　税理士登録・事務所入所

2012年11月 早川光志　京都府中小企業再生支援協議会　サブマネージャーに就任

2013年２月 早川嘉美　経営革新等支援機関に認定

2013年XX月 早川光志に事務所経営を承継



創業期から学んできたこと
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 創業期から学んできたこと

１　恩師・支援者への感謝の気持ち

２　人を育てる力とは・・・

３　消極人間から積極人間への改造

４　骨董品志向型から未来志向型への大変身

５　ネットワークの構築

� 積極行動の原点！　「大失態を不問にしていただいた経験」

� これまでに学んできたプログラム
禅用語を中心とした言葉の研さん、SMI、行動科学、SMC、天風哲学、催眠法、中国気功等

� 本来の業務だけにこだわらないネットワーク

� 「過去会計」から「未来会計」提案型に！　何が大変身させたのか？
� 「未来会計」を提唱、日本オリベッティの研修講師として各地で講演活動（２年）
　　→この経験で培った「シミュレーションゲーム」などは、今なお新鮮で大いに活用している。



今、経営者に求められるこ
と
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 今、経営者に求められること

１　中小企業が置かれている状況を十分に認識しましょう！

２　基本理念の確立と経営者の経営姿勢
　
　「10年前の健康が今の健康を支えている。今の健康が10年後の健康を支える。」という医師
の言葉があります。これを企業経営に取り入れる工夫をしましょう。

　①　経営トップの姿勢
• 経営理念
• 行動パターン（経営と取り組む姿勢）
• 公私分離の明確化
「ひたすら頑張っています。」では、評価は限りなく低いのです。「長い付き合いなのに、

困っているときに支援してくれないのか！」も同様にナンセンスなのです。
　
　②　次期の実績目標を具体的に数値化

しっかりと経営計画を作成している企業は、そうでない企業との差に比べて、経常利益が
1.7倍という統計があります。

� 「ヘルプ！」と叫ぶだけでは誰も助けてくれません。
� 各種支援の輪が広がっていますが、みんなが支援されると考えるのは間違っています。
� 「経営姿勢や再生計画が具体的に描ける企業にのみ、各種の支援がある」が正しい

理解です。
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 今、経営者に求められること

３　モラトリアム法の期限切れと民法改正案

　①　モラトリアム法の期限切れ
� モラトリアム法が３月末をもって期限切れとなります。
� 金融庁はしきりに「これまでと基本的に変わらない。金融機関は急な貸し剥がし・貸し

渋りをしてはいけない」と金融機関に指導をしています。
� はたして金融庁の指導のとおりに金融機関は対応してくれるのでしょうか。

　②　民法改正案
� 事業融資を受ける際の保証人に関して、民法改正の議論がなされています。
� これは、事業融資に際して保証人をとることを原則無効・経営者は例外とし、返済困難

な場合の救済策を新設する、というものです。

→①と②について、関連資料を確認しましょう。
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

【資料：金融担当大臣談話】　
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

（出展：日本経済新聞　2013年２月27日朝刊）

【資料：民法改正についての新聞記事】　
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 今、経営者に求められること（つづき）

３　モラトリアム法の期限切れと民法改正案

　③　２つの資料をどう捉えるのが正しいのでしょうか？
� 「借り手」と「貸し手」の立場を逆にして考えれば、事態は明白になります。
� 正しい捉え方は、過去の実績がきわめて大切であることは論じるまでもありません。
� 企業自身がいかに「まったく正しい！」と主張しても、何の効果もないことを知っておき

ましょう。つまり、公的立場の者が第三者として証明する必要があることは、近年の金
融事情であることからも明白でありましょう。

� もちろん、企業会計に不正（粉飾、圧縮等）や公私混同が含まれていたのでは、交渉
の窓口にもつくことはできません。

　④　「経営姿勢」（経営理念を堂々と構築し、語ること）
� 「経営姿勢」を明確にして、次年度以降の「経営計画」を具体的、かつ、現実的に描くこ

と。これこそが、今の経営者に求められているのです。

　⑤　経営計画のプランニング
� 経営計画はできる限り企業トップである経営者がプランニングしなければなりません。
� とはいえ、プランニングには厄介なノウハウも必要です。
� われわれ早川事務所は、この経営計画プランニングのお手伝いをすることができます。
� 一方で、税理士任せの経営計画は、机上論になってしまうことをよく認識しておく必要

があります。



早川事務所の姿勢
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ 早川事務所の姿勢

１　経営支援への取り組み

２　事業承継への取り組み

　①　早川事務所の所長を2013年内に早川光志に承継します。

　②　所長承継後も、以下の方針・取り組みを継続します。
� 中小企業の経営支援（事業再生・経営計画プランニング等）に全力で取り組みます。
� 健全な事業承継と円滑な相続のため、相続・相続税関連の事前相談業務に注力しま

す。
� 従来からの税務顧問業務についても、引き続き全力で取り組みます。

　①　早川事務所は、企業の再生支援に全力で取り組みます。

　②　業績好調の企業に対しては、繁栄が継続できるように全力で支援を行います。

� 早川嘉美が、2013年２月５日付で経営革新等支援機関の認定を受けています。
� 早川光志が、2012年11月１日付で京都府中小企業再生支援協議会のサブマネー

ジャーに就任し、企業再生実務のノウハウを学んでおります。
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

（出展：中小企業庁　広報資料より）

【資料：経営革新等支援機関について】　
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税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念記念講演「40周年に感謝して」

◆ おわりに

「地涌の菩薩」が皆様の企業に現れることを祈って・・・

「地涌の菩薩」とは

　何事か物事を成すとき、必要な人が、必要な時
に、雨後の筍のように現れてくる様をいいます。
企業の取り組みにもこういった発想を求めてもい
いのではないでしょうか。
　単にネットワークの取り組みをいうのではなく、
それも大切だけれども、より高く日ごろの人生観
にまで昇華した考え方にある、と捉えるのはいか
がでしょうか。

本日のご来場を心から御礼申し上げます。
ありがとうございました。

（40周年記念　特別企画　早川嘉美水彩画展より）

じ　ゆ　う



税理士 早川嘉美事務所

開設40周年記念

◆ URL : http://www.success-simulation.com/
　　　（毎月１日更新）
◆ TEL  : 075-551-0082
◆ FAX  : 075-525-0615 
◆ E-mail : hykw-san@luck.ocn.ne.jp

㈱サクセス・シミュレーション

税理士早川嘉美事務所


